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1 まえがき 

さまざまな産業において労働力不足等の課題解決のため DX 化

が進んでおり，DX 化を推進するネットワーク技術の一つとしてロー

カル 5G への期待が高まっている。

ローカル 5G は，通信事業者ではない企業や自治体が，自己の

所有する建物・敷地内に構築する専用の 5G ネットワークシステム

である。2019 年 12 月に無線局免許の申請受付が始まり，2024 年

1 月末現在，4.8 GHz 帯（以下，サブ 6）で 1,311 局，28 GHz 帯

（以下，ミリ波）で 123 局が開設されている。 

ローカル 5G は通信事業者の 5G と同じ高速・大容量，低遅延，

多接続通信の性能に加え，用途に応じて基地局やネットワークの

設計が可能なこと，セキュリティの高さ，外部のトラフィックの影響を

受けにくいといったメリットがあり，多くの企業や自治体が，建設現

場，工場，防災現場などにおいて開発実証を行っている（図 1 参

照）。

図 1 総務省「令和 2 年度 地域課題解決型ローカル 5G 等の 

実現に向けた開発実証」から引用

また 2023 年より，一定の条件下において他者土地を自己土地

相当と見なすことが出来る「共同利用」の概念が始まり，導入に向け

た柔軟な対応が可能となっている（図 2 参照）。 

出展：令和4年度 総務省 新世代モバイル通信システム委員会報告 

図 2 共同利用イメージ 

しかし，ローカル 5G を導入するためには機器の選定からエリア設

計，免許取得，導入後の運用・保守など通信事業者と同等の作業が

必要な上に，高度なノウハウが必要となることが，企業や自治体，シス

テムインテグレータ（以下，SIer）にとっての大きな課題となっている。

また多くが実証段階のため，各企業や自治体などが抱える地域課題

解決にローカル 5G がどう活用できるかを体験できる環境が少ない。 

アンリツではローカル 5G の理解促進や技術実証支援，またロー

カル 5G を活用したユースケース紹介とイノベーション共創の場とし

て 2021 年 4 月に「Anritsu 5G LAB」（以下，5G LAB）を開設し，

運用を開始した。産業 DX の代表例であるスマートファクトリーの実

現や，ローカル 5G システムの運用・保守における課題解決に貢献

している（図 3 参照）。

図 3 ローカル 5G サービスソリューション 

本稿では，ローカル 5G 利活用による産業分野の DX（以降，産

業 DX）の課題解決を支援する 5G LAB の役割について紹介する。 
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［要  旨］ 労働人口減少といった社会課題を背景に，産業分野において IoT や AI 技術を用いた DX（ディジタルトランス

フォーメーション）の取り組みが進んでいる。工場の設備管理，カメラ映像，移動ロボット制御などのさまざまな

ディジタルデータがネットワーク上でやり取りされるようになり，ネットワーク障害分析のみならず，トラブルの予兆

把握や未然防止が大きな課題となっている。アンリツが培ってきた情報通信や計測技術を活かし，産業 DX に

求められるネットワーク技術を検証し課題を解決する場，さらには顧客とともに新たな価値を共創する空間とし

て「Anritsu 5G LAB」を開設した。本稿ではその役割について紹介する。 
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2 開設までの取り組み 

2021 年 4 月の運用開始を目標に，2020 年 7 月にプロジェクト

チームを発足し，ミリ波基地局開設の検討を開始した。 

基地局は国内外メーカの比較検討を重ね機能性能，調達性，コ

ストに優れた NOKIA 社製を採用した。免許取得に関しては申請

から運用開始までの知見を得るため，ほぼすべてのプロセスを自ら

行った。免許を取得し運用を開始するには概ね以下の手順が必要

となる（図 4 参照）。 

 

図 4 ローカル 5G 基地局免許取得プロセス 

2.1 エリア設計・敷設設計 

免許取得においては干渉調整に必要なエリア設計，敷設設計が

最も重要なプロセスとなる。 

ローカル 5G では自己が所有する土地・建物内での利用が原則

であり，他の無線局への電波干渉を回避するため，必要以上の範

囲に電波が漏れることを極力避けなければならない。一方，利用範

囲には必要な電波を供給しなければならず，その両立を図る必要

がある。基地局の出力やアンテナ高，利得，指向性など，基地局の

条件を変えながらシミュレーションを重ね，エリア設計，敷設設計を

実施し，最終的に免許審査基準に準拠した分布図を作成した。分

布 図 の 作 成 に は 株 式 会 社 構 造 計 画 研 究 所 製 ソ フ ト ウ ェ ア

「KCAMP」を用いた（図 5 参照）。 

 
地理院タイルを加工して分布図作成 

図 5 ローカル 5G 基地局のカバーエリアシミュレーション 

2.2 干渉調整 

「KCAMP」により作成した分布図は，サービス提供可能な電波

強度の範囲を示す「カバーエリア」と，他者のサービスに影響を与

える可能性がある範囲を示す「調整対象区域」を記した図から構成

される。総務省が審査を行う際の判断材料とされる他，他者との干

渉調整を行う際の資料としても利用できる。完成したエリア図を元に

近隣の通信事業者との間で干渉調整を実施し，開設合意書を交わ

した後に総務省へ免許を申請し，2021 年 2 月に免許が交付され

た。 

サブ 6 基地局については，ミリ波基地局開設と同様のプロセスを

経て，NEC 製を採用，2022 年 2 月に免許を取得し，運用を開始

した。 

 

図 6 28 GHz 帯ローカル 5G 基地局 

 

 

図 7 4.8 GHz 帯ローカル 5G 基地局 

3 5G LAB の役割 

5G LAB の役割には，計測器を活用した電波の見える化と持ち

込みシステムの測定・検証サービス，ユースケースの実証がある。 
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3.1 計測器を活用した電波の見える化 

ローカル 5G は信頼性の高い無線ネットワークとしてミッションクリ

ティカル用途への利用も期待されているが，無線環境は，人やモノ

の移動やレイアウト変更などの現場環境の些細な変化により影響を

受ける場合がある。5G LAB では計測器と金属板・シールド材等を

活用し，遮蔽や反射，回析等による電波強度の変化や通信速度，

遅延への影響を解説している。これにより最適な敷設設計や障害

を未然に防ぐためのレイアウト検討，障害発生時の解決に向けた知

見獲得を支援している。 

シミュレーションと実測評価を併用することにより適切なカバーエ

リアと安定した通信品質を確保することも重要である。5G LAB で

はエリア評価用計測器を使用した実測により，基地局や端末の周

辺に存在する人，構造物が変動することによる無線への影響など，

シミュレーションだけでは把握できない電波伝搬状況を可視化して

いる。 

 

図 8 計測器を活用した 5G 電波の見える化 

5G の運用では，刻々と変化する電波環境を常時モニタリングし

たいという要望がある。そこで電波伝搬シミュレーション技術と複数

プローブ端末の多点同時測定結果を統合し，電波の見える化を実

現したローカル 5G 運用パフォーマンスモニタ(EX1001A)を開発し

た。マッピング（ヒートマップ）表示による電波の見える化と，時系列

グラフにより過去の異常発生前後の状況確認が可能である（図 9

参照）。 

 

図 9 パフォーマンスモニタの概要 

本パフォーマンスモニタは，5G LAB の環境で実証実験し，有用

性を検証すると共に，来訪された顧客と，ニーズや課題の議論をし

ながら，機能改善している。 

3.2 持ち込みシステムの測定・検証サービス 

5G 環境で開発したシステムを安定的に利用するために，通信安

定性の評価，不感地帯の改善，通信性能の評価ができる環境を構

築した。 

（1） 通信安定性の評価 

顧客システム（ローカル 5G による車載カメラ映像のリアル

タイム視聴システム）において映像にノイズが発生しており，

解決に向けた相談があった。顧客システムと 5G LAB おの

おのの測定値を比較検証した結果，瞬時的な伝送遅延（ス

パイク遅延）がノイズの原因と分析できた（図 10 参照）。 

 

図 10 通信遅延測定比較イメージ 

（2） 不感地帯の改善 

直進性の高い 28 GHz 帯の電波を基地局から見通せな

いエリアへ導くものとして反射板が期待されており，5G LAB

の環境を用いて評価した。金属板で意図的に不感地帯を

生成し，反射板により基地局の電波を回り込ませることで，

約 10 dB の電波強度の改善効果を確認している（図 11 参

照）。 

 

図 11 反射板評価イメージ図 

（3） 通信性能の評価 

5G LAB では，顧客持ち込みシステムのスループット・伝

送遅延など，通信性能の測定に必要な環境を提供している。 

自社工場へローカル 5G の導入を検討している顧客にお
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いて，PLC(Programmable Logic Controller)のような産

業用制御機器の無線化で伝送遅延が課題となっている。そ

こで，実トラフィックの観測データを収集・分析し，伝送遅延

を測定できる Monitoring Maneger3(NF7201A)および

PureFlow(NF7501A)を活用し，5G LAB において無線化

の実現性を検証した（図 12 参照）。 

 

図 12 PLC 通信遅延測定 構成イメージ図 

3.3 ユースケースの実証 

ローカル 5G のユースケースを実証する場としても，5G LAB は

活用されており，ドローンによる社会変革もローカル 5G 活用が期

待される分野の一つである。 

橋梁，風力発電設備など社会インフラの点検においては，ドロー

ンで撮影した映像をリアルタイムで遠隔地の技術者とも共有したい

というニーズがある。現状は SD カードなどに映像を録画しており，

不足があると再度ドローンを飛行させるなどの手戻りが多い。 

5G LAB ではドローンにローカル 5G 機能を搭載し，リアルタイム

映像配信の有効性を実証するために上空利用を目的とした実験試

験局の免許を取得し，将来的な実運用に向けた試験を進めている。 

4 5G LAB の利用状況 

5G LAB 開設から延べ 300 社を超える利用があった。ローカル

5G 関連機器ベンダ・SIer や，サービス・アプリケーションを手掛け

る企業，導入検討する工場などの幅広い顧客に対し，関連ソリュー

ションの理解促進，協業関係構築の場として活用されている。 

 

図 13 5G LAB 利用者の分類 

5G LAB は，社内用途でも活用されている。例えば，ローカル 5G

関連機器の開発・検証，デモの事前準備，社内教育や，リクルート活

動，株主へのお披露目，近隣学校の社会科見学など，さまざまな用

途・イベントで活用されている。また，ラボ運営に携わることで，ロー

カル 5G 環境の構築・運用のノウハウやユーザのリアルな課題を把

握・蓄積できるため，顧客へのソリューション提案にも活かされている。 

5 パートナとの共創 

労働者不足や働き方改革を背景に，建設現場や生産工場では

作業者の負荷低減，生産の効率化が課題となっている。 

そのため，建設機械の遠隔操縦を実現する低遅延映像伝送技

術や高精細映像による生産状況の可視化，工場内のトラブルを迅

速に把握・分析する AI 技術に期待が高まっている。 

5.1 低遅延カメラ技術との共創 

5G 技術により低遅延データ伝送が実現する一方，従来のカメラ

では遠隔操縦等で必要とされるリアルタイム性を持った映像配信が

実現できていない。 

コニカミノルタ株式会社（以下，コニカミノルタ）は映像情報を活

用し，人の見守り安全・安心を実現する先端技術の研究開発を進

めている。同社は低遅延カメラの開発過程で，実ネットワーク環境

での評価手段に課題を持っていた。 

そこで神奈川県にあるアンリツ 5G LAB と大阪府にあるコニカミ

ノルタ 5G オープンラボを接続し，アンリツが提供するトラフィック分

析システムを活用して，低遅延カメラの伝送性能を評価した。加え

て，低遅延カメラを搭載した移動ロボットをローカル 5G 経由で遠隔

操縦し，無人点検の実現性を確認できた。さらに，ジッターやパケッ

トロスによる画像品質劣化など，遅延以外の課題に対する知見も両

社で獲得した。 

5.2 AI 技術との共創 

コニカミノルタは，カメラ映像から人やモノを認識する AI 技術を

保有しており，現場の見守り業務支援としてのユースケースを模索

していた。 

食品工場では人手不足や作業者の見守り，異物混入による事故

防止など人の行動に関する課題が多く存在する。これら課題の解

決をわかりやすいユースケースで実現させるべく，5G LAB では映

像監視と AI 技術を組み合わせた，骨格検出により人の転倒や進

入を検知するデモンストレーションを実施している。このように新し

い技術を使った，両社のテストマーケティングの場としても 5G LAB

を活用している。 
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図 14 AI 技術による骨格検出イメージ 

図 15 転倒検知による警告表示例 

6 むすび 

今回，5G LAB 開設に向けて，免許取得，環境構築を自社で取

り組むことで，ローカル 5G 導入を検討する企業の支援に必要な知

見を多く獲得した。また，コニカミノルタのような先進技術を活用した

5G 環境でのユースケースの実証や，AI 技術のソリューション作り

に向けた顧客ヒアリング実施などパートナ企業との価値づくりへ活

用できた。

今後は，先端技術企業にとどまらず，カーボンニュートラルを活

用したエネルギー分野に取り組む電力系企業，防災や減災などイ

ンフラの強靭化を推進する自治体など，業種業態を超えた事業間

での価値づくりを進められる環境づくりを目指す。
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表 1 ローカル 5G 基地局 諸元表 

 4.8 GHz 帯 基地局 28 GHz 帯 基地局 

システムタイプ 5G SA 5G NSA 

Band n79 B41 n257 

中心周波数 4849.98 MHz 2585 MHz 28249.92 MHz 

通信方式 TDD（同期方式） TDD（同期方式） TDD（同期方式） 

帯域幅 100 MHz 20 MHz 100 MHz 

空中線電力 4.58 W 0.312 W 0.126 W 

送受信系統数 2 2 
192 

(V: 96  H: 96) 

空中線形式 Omni Omni アクティブフェーズドアレイ 

Beamforming 非対応 ― 対応 

変調方式（一次変調） 

UL: QPSK 
16QAM 
64QAM 

DL: QPSK 
16QAM 
64QAM 
256QAM 

UL: QPSK 
16QAM 
64QAM 

DL: QPSK 
16QAM 
64QAM 
256QAM 

UL: QPSK 
16QAM 
64QAM 

DL: QPSK 
16QAM 
64QAM 
256QAM 

MIMO UL: SISO  DL: 22 UL: 22  DL: 22 UL: 22  DL: 22 

 

公知 
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